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サントリー
工場

とのしょう

ながいけ

アルプラザ
城陽

長池郵便局長池郵便局

長池

城
陽

今池
小学校

心理教会

障害者支援施設
凛（りん）
ぷちぽんとkitchen+farm
・
・

  

障害者支援施設
円（まどか）
紡（つむぎ）
和（なごみ）
魁（さきがけ）
南山城学園診療所

 

法人本部
介護老人保健施設
煌（きらめき）
〈通所リハビリテーション〉
居宅介護支援事業所 
すまいる

障害支援施設
翼（つばさ）
知的障害者デイサービス
センター あっぷ 

・
・

・

・

観音堂ホーム・

  

障害者支援施設 
光（ひかり）
輝（かがやき）
児童日中一時支援事業所
 ちぇりー
障害者デイサービスセンター
 わこう
障害児（者）相談支援センター
 りーふ
京都府地域生活定着
支援センター ふぃっと
和光診療所
カフェぷらんたん

　
・
・
・

・

・

・

・
・

デイセンター ふらっぷ
ショートステイ ふらっぷ
障害児（者）相談支援センター
うぃっしゅ

デイセンター ふらっぷ
ショートステイ ふらっぷ
障害児（者）相談支援センター
うぃっしゅ

・
・
・

障害者支援センターじゃすと
 障害者就業・生活支援センターはぴねす
 就労移行支援事業所さぴゅいえ
グループホーム宇治小倉ホーム
コミュニティカフェ
「S’APPUYER（さぴゅいえ）」

障害者支援センターじゃすと
 障害者就業・生活支援センターはぴねす
 就労移行支援事業所さぴゅいえ
グループホーム宇治小倉ホーム
コミュニティカフェ
「S’APPUYER（さぴゅいえ）」

・
・
・
・
・

田
寺

荘
野
富

鷺坂ホーム

サザン京都

文化パルク城陽文化パルク城陽

城陽警察城陽警察

城陽市役所城陽市役所

京都銀行

城陽消防署
高齢者デイサービス
センター すまいる
身体障害者デイサービス
センター すいんぐ
障害者生活
支援センター はーもにぃ
障害児（者）地域療育
支援センター うぃる
山城北圏域障害者総合
相談支援センター うぃる

・

・

・

・

・

グループホーム長池
企業主導型保育 すずの詩
・
・

城陽エリア（城陽市）

京都市中京区・下京区エリア

宇治エリア（宇治市） 島本町エリア（大阪府三島郡）

醍醐エリア（京都市伏見区）

京
奈
和
自
動
車
道

J
R
奈
良
線近

鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

24

24

・
・
・
・
・

丸太町通

地下鉄東西線

京都御所

二条城

御池通

四条通

五条通

かぜの詩保育園

そらの詩保育園

もりの詩 保育園 丸
太
町

御
池

二
条

四
条

五
条

地
下
鉄
丸
太
町
線

堀
川
通

J
R
山
陰
本
線

地下鉄
東西線

石田
大山交差点

武田総合病院

なごみの里
病院

石田

六地
蔵

六
地
蔵

京
阪
宇
治
線

J
R
奈
良
線

六
地
蔵

36

ＪＲ奈良線

宇治
郵便局

レインボー
コーナン

至 宇治

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

小
倉

小倉

島本町
役場

ローソン
コープ

トッパン

るりの詩
保育園

・認定こども園
　ゆいの詩
・こども発達支援
　Cocoro島本

名
神
高
速
道
路

J
R
京
都
線

島
本

水
無
瀬

阪
急
京
都
線

生
産
性
の
向
上

特
集

今
号
は「
生
産
性
の
向
上
」を

テ
ー
マ
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

編
集
部
で
も
こ
の
テ
ー
マ
と
向

き
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
コ
メ
ン
ト

を
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

糸
賀
一
雄
は
、「
私
た
ち
の
ね
が

い
は
、
重
症
な
障
害
を
も
っ
た

子
た
ち
も
、立
派
な
生
産
者
で

あ
る
こ
と
を
、
認
め
あ
え
る
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
」（『
福
祉
の
思
想
』）と
述

べ
た
。
い
ま
の
社
会
は
、
人
が
人

を
認
め
合
う
社
会
に
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
度
、
見
つ

め
る
時
来（
と
き
）と
思
う
。（S.I.

）

福
祉
の
仕
事
に
お
い
て
生
産
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
当
事

者
の
尊
厳
と
安
心
安
全
な
生
活

を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
身

近
な
人
の
働
く
環
境
も
整
い
、

国
全
体
の
生
産
性
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。（A.S.

）
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福
祉
分
野
で
は
、
2
0
1
7
年
に
「
保

育
士
の
業
務
負
担
軽
減
の
た
め
の
支

援
」
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
研
究

を
発
端
に
進
め
ら
れ
、
2
0
1
9
年
に

厚
生
労
働
省
が
整
理
し
た
「
介
護
分
野

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
け
る
生
産
性
向
上

に
資
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
生

産
性
向
上
を
「
介
護
の
価
値
を
高
め
る

こ
と
」
と
定
義
し
、
人
材
育
成
、
チ
ー

ム
ケ
ア
の
質
向
上
、
情
報
共
有
の
効
率

化
が
、
介
護
の
価
値
を
高
め
る
取
組
と

さ
れ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
次
々
と
人
工
知
能
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
、

2
0
2
3
年
に
至
っ
て
は
、
高
度
な

Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
し
たChatG

PT

と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
少
し
の
質

問
を
投
じ
る
だ
け
で
研
究
論
文
を
完
成

さ
せ
る
ま
で
に
、
技
術
革
新
が
進
ん
で

い
ま
す
。
た
だ
一
方
で
、
使
い
方
を
誤

れ
ば
人
が
Ａ
Ｉ
に
支
配
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

当
法
人
で
は
、
中
期
経
営
計
画

2
0
2
5
に
お
い
て
、（
２
）
生
産
性

の
向
上
と
し
て
、「
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
効
果
的
・
効
率
的

な
業
務
運
営
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者
様
の
安
全
確
保
や
健
康
管
理
面
で

の
先
進
技
術
開
発
に
、
積
極
的
に
参
画

し
ま
す
。」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
社
会

福
祉
は
、
実
践
の
学
と
言
わ
れ
、
変
化

し
続
け
る
地
域
社
会
で
発
生
す
る
生
活

問
題
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
社
会
福

祉
を
担
う
私
た
ち
に
は
、Ｄ
Ｘ
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
利
点
を
考
え
、
対
人
支

援
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
生
活
に
困
り
ご
と
を
抱
え
る

当
事
者
の
希
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

支
援
方
法
は
、
全
国
各
地
で
様
々
に
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
っ

て
、
そ
の
数
百
万
、
数
千
万
に
上
る
膨

大
な
デ
ー
タ
の
中
か
ら
適
し
た
支
援
方

生産性の向上～DX 化について～

特 集

当
事
者
の
自
己
実
現
と
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
D
X
化
と
は

特集　生産性の向上

DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル技術によって企業・法人の
提供する製品やサービス、ビジネスモデルそのものの変革を起こす、「質的変化」を
目的とするものです。政府は、支援の質の向上や業務負担軽減、働きやすい職場づ
くりのために福祉分野のDX化を重要視しています。南山城学園においても、多様化
する当事者の希望を叶えるために、一部事業所において導入しています。今回は、
その効果と今後の活用についてご紹介します。

日
本
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化“D

ig
ital 

Transform
ation

（
デ
ジ
タ
ル 

ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）”

は
、
経
済

産
業
省
が
2
0
1
8
年
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
通
称
Ｄ
Ｘ
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
を
公
表
し
た
こ
と
で
広
が
り
、

2
0
2
0
年
1
月
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

よ
り
急
速
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

法
の
提
示
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の

方
法
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
し
、
当
事
者

の
自
己
実
現
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
人
を
支
え
る
の
は
人
し
か
い
な
い
。」

当
法
人
が
求
め
る
支
援
の
基
本
で
す
。

多
様
化
が
進
む
社
会
の
流
れ
の
中
で
、

当
事
者
の
ニ
ー
ズ
は
よ
り
重
層
化
し
、

複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ま
、

人
が
支
え
合
う
た
め
の
技
術
の
Ｄ
Ｘ
化

を
考
え
る“

と
き”

な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

喉
つ
め
発
生
時
な
ど
の
緊
急
対
応
に

は
、
広
く
職
員
に
周
知
す
る
「
一
斉
通

話
」
を
選
択
。
一
方
で
、
外
介
助
者
と

フ
ロ
ア
見
守
り
職
員
間
に
よ
る
入
浴
の

誘
導
要
請
な
ど
は
「
個
別
通
話
」
を
選

択
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
館
内
に
響

き
渡
る
大
声
で
の
呼
び
か
け
や
、
職
員

を
探
し
回
る
時
間
な
ど
が
削
減
で
き
ま

し
た
。

病
院
待
合
室
な
ど
で
は
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
大
き
な
声
で
会
話
が
で

き
な
い
た
め
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
が
あ
る

と
大
変
便
利
で
す
。
ま
た
、
バ
イ
タ
ル

値
や
身
長
・
体
重
、
生
年
月
日
、
家
族

連
絡
先
な
ど
を
文
字
と
し
て
残
せ
る
た

め
、
伝
達
の
間
違
い
や
齟
齬
が
少
な
く

な
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
直
や
医
務
担
当
者
な
ど
が
パ
ソ
コ
ン

に
記
録
を
打
ち
込
む
際
に
も
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
即
時
的
に
情
報
を
共
有
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
前
の
職
員
が
、
現
場

の
職
員
に
バ
イ
タ
ル
測
定
を
指
示
し
、

そ
の
後
す
ぐ
に
打
ち
込
め
る
な
ど
、
必

要
に
応
じ
て
分
業
し
、
集
約
し
た
情
報

を
記
録
す
る
な
ど
し
て
効
率
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
直
者
が
他
職
員
に
予
め
割
り

当
て
ら
れ
た
業
務
の
実
行
結
果
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
で
、
業
務

の
進
捗
状
況
の
理
解
促
進
に
つ
な
が

り
、
記
録
漏
れ
や
未
完
了
の
タ
ス
ク
が

減
少
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
調
面
や
精

神
面
で
注
意
を
要
す
る
利
用
者
様
の
情

報
を
チ
ー
ム
全
体
に
共
有
す
る
こ
と

で
、
客
観
的
な
視
点
で
状
況
を
と
ら
え

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
利
点
を
活
か
す
こ
と

で
、
総
合
的
な
支
援
に
必
要
な
〝
チ
ー

ム
の
連
携
〞
が
密
に
な
り
、
今
ま
で
以

上
に
利
用
者
様
と
直
接
関
わ
る
時
間
が

増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
の

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
の
た
め
、
環
境

面
も
含
め
た
整
備
を
図
り
、
さ
ら
な
る

支
援
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

え
る
多
く
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

画
像
の
共
有
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
特
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
者

様
と
対
面
の
診
療
が
で
き
な
い
場
合
で

も
、
皮
膚
の
た
だ
れ
や
褥
瘡
な
ど
の
経

過
を
、
画
像
で
医
師
と
共
有
で
き
た
か

ら
で
す
。
ま
た
、
平
常
の
診
療
所
受
診

の
際
も
、
排
泄
物
や
吐
し
ゃ
物
の
色
、

性
状
の
伝
達
に
使
用
す
る
こ
と
も
。
診

療
所
へ
持
参
し
に
く
い
も
の
を
画
像
で

共
有
で
き
る
の
も
利
点
で
す
。

体
位
〞
に
な
る
と
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
る
と

い
う
も
の
。
転
倒
に
つ
な
が
る
予
兆
動

作
を
発
見
す
る
と
、
介
護
職
員
が
も
つ

モ
バ
イ
ル
端
末
に
通
知
。
人
の
形
を
認

識
す
る
た
め
、
寝
返
り
な
ど
に
は
反
応

せ
ず
、
誤
報
や
失
報
を
起
こ
し
に
く
い

の
も
特
徴
で
す
。

〝
設
定
し
た
危
険
体
位
〞
の
項
目
の
内

容
と
し
て
、
起
き
上
が
り
、
端
座
位
、

離
床
、
ず
り
落
ち
、
う
ず
く
ま
り
、
転

倒
、
入
室
、
退
室
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
必
要
な
項
目
を
選
ん
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通
知
し
た
際

の
映
像
を
自
動
で
保
存
す
る
機
能
も
備

わ
っ
て
い
る
の
で
、
転
倒
時
な
ど
の
事

故
分
析
に
も
役
立
ち
ま
す
。
職
員
が
も

つ
モ
バ
イ
ル
端
末
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、

利
用
者
様
は
黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
で
映
る

た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
も
万
全

で
す
。

①
離
れ
た
場
所
か
ら
利
用
者
様
の
様
子

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

②
事
前
に
動
作
項
目
を
設
定
で
き
る

③
動
画
の
自
動
保
存
に
よ
り
事
故
分
析

が
で
き
る

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
利
用
者
様
の
転

倒
事
故
の
予
防
。
介
護
職
員
の
負
担
軽

減
。
さ
ら
に
は
、
介
護
の
質
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Buddycom

と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
使
用
で
き
る
、

ク
ラ
ウ
ド
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
イ
ン
カ
ム
と
同
じ
使
い
方
が

で
き
る
ほ
か
、
利
用
者
様
の
暮
ら
し
や

す
さ
と
現
場
職
員
の
働
き
や
す
さ
を
支

N
eos+Care

は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に

よ
り
利
用
者
様
の
シ
ル
エ
ッ
ト
映
像
を

見
る
こ
と
が
で
き
、〝
設
定
し
た
危
険
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喉
つ
め
発
生
時
な
ど
の
緊
急
対
応
に

は
、
広
く
職
員
に
周
知
す
る
「
一
斉
通

話
」
を
選
択
。
一
方
で
、
外
介
助
者
と

フ
ロ
ア
見
守
り
職
員
間
に
よ
る
入
浴
の

誘
導
要
請
な
ど
は
「
個
別
通
話
」
を
選

択
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
館
内
に
響

き
渡
る
大
声
で
の
呼
び
か
け
や
、
職
員

を
探
し
回
る
時
間
な
ど
が
削
減
で
き
ま

し
た
。

病
院
待
合
室
な
ど
で
は
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
大
き
な
声
で
会
話
が
で

き
な
い
た
め
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
が
あ
る

と
大
変
便
利
で
す
。
ま
た
、
バ
イ
タ
ル

値
や
身
長
・
体
重
、
生
年
月
日
、
家
族

連
絡
先
な
ど
を
文
字
と
し
て
残
せ
る
た

め
、
伝
達
の
間
違
い
や
齟
齬
が
少
な
く

な
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
直
や
医
務
担
当
者
な
ど
が
パ
ソ
コ
ン

に
記
録
を
打
ち
込
む
際
に
も
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
即
時
的
に
情
報
を
共
有
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
前
の
職
員
が
、
現
場

の
職
員
に
バ
イ
タ
ル
測
定
を
指
示
し
、

そ
の
後
す
ぐ
に
打
ち
込
め
る
な
ど
、
必

要
に
応
じ
て
分
業
し
、
集
約
し
た
情
報

を
記
録
す
る
な
ど
し
て
効
率
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
直
者
が
他
職
員
に
予
め
割
り

当
て
ら
れ
た
業
務
の
実
行
結
果
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
で
、
業
務

の
進
捗
状
況
の
理
解
促
進
に
つ
な
が

り
、
記
録
漏
れ
や
未
完
了
の
タ
ス
ク
が

減
少
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
調
面
や
精

神
面
で
注
意
を
要
す
る
利
用
者
様
の
情

報
を
チ
ー
ム
全
体
に
共
有
す
る
こ
と

で
、
客
観
的
な
視
点
で
状
況
を
と
ら
え

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
利
点
を
活
か
す
こ
と

で
、
総
合
的
な
支
援
に
必
要
な
〝
チ
ー

ム
の
連
携
〞
が
密
に
な
り
、
今
ま
で
以

上
に
利
用
者
様
と
直
接
関
わ
る
時
間
が

増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
の

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
の
た
め
、
環
境

面
も
含
め
た
整
備
を
図
り
、
さ
ら
な
る

支
援
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

え
る
多
く
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

画
像
の
共
有
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
特
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
者

様
と
対
面
の
診
療
が
で
き
な
い
場
合
で

も
、
皮
膚
の
た
だ
れ
や
褥
瘡
な
ど
の
経

過
を
、
画
像
で
医
師
と
共
有
で
き
た
か

ら
で
す
。
ま
た
、
平
常
の
診
療
所
受
診

の
際
も
、
排
泄
物
や
吐
し
ゃ
物
の
色
、

性
状
の
伝
達
に
使
用
す
る
こ
と
も
。
診

療
所
へ
持
参
し
に
く
い
も
の
を
画
像
で

共
有
で
き
る
の
も
利
点
で
す
。

介
護
現
場
の
D
X
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

体
位
〞
に
な
る
と
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
る
と

い
う
も
の
。
転
倒
に
つ
な
が
る
予
兆
動

作
を
発
見
す
る
と
、
介
護
職
員
が
も
つ

モ
バ
イ
ル
端
末
に
通
知
。
人
の
形
を
認

識
す
る
た
め
、
寝
返
り
な
ど
に
は
反
応

せ
ず
、
誤
報
や
失
報
を
起
こ
し
に
く
い

の
も
特
徴
で
す
。

〝
設
定
し
た
危
険
体
位
〞
の
項
目
の
内

容
と
し
て
、
起
き
上
が
り
、
端
座
位
、

離
床
、
ず
り
落
ち
、
う
ず
く
ま
り
、
転

倒
、
入
室
、
退
室
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
必
要
な
項
目
を
選
ん
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通
知
し
た
際

の
映
像
を
自
動
で
保
存
す
る
機
能
も
備

わ
っ
て
い
る
の
で
、
転
倒
時
な
ど
の
事

故
分
析
に
も
役
立
ち
ま
す
。
職
員
が
も

つ
モ
バ
イ
ル
端
末
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、

利
用
者
様
は
黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
で
映
る

た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
も
万
全

で
す
。

①
離
れ
た
場
所
か
ら
利
用
者
様
の
様
子

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

②
事
前
に
動
作
項
目
を
設
定
で
き
る

③
動
画
の
自
動
保
存
に
よ
り
事
故
分
析

が
で
き
る

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
利
用
者
様
の
転

倒
事
故
の
予
防
。
介
護
職
員
の
負
担
軽

減
。
さ
ら
に
は
、
介
護
の
質
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Buddycom

と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
使
用
で
き
る
、

ク
ラ
ウ
ド
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
イ
ン
カ
ム
と
同
じ
使
い
方
が

で
き
る
ほ
か
、
利
用
者
様
の
暮
ら
し
や

す
さ
と
現
場
職
員
の
働
き
や
す
さ
を
支

N
eos+Care

は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に

よ
り
利
用
者
様
の
シ
ル
エ
ッ
ト
映
像
を

見
る
こ
と
が
で
き
、〝
設
定
し
た
危
険

支
援
の
質
の
向
上
、
業
務
負
担
軽
減
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
、
政
府
は
福
祉
分
野
のD

X

化
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。
南
山
城
学
園
に
お
い
て
も
、
一
部
事
業
所
に
お
い
てD

X

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
機
器

「
N
e
o
s
+
C
a
r
e（
ネ
オ
ス
ケ
ア
）」

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
型
イ
ン
カ
ム

「
B
u
d
d
y
c
o
m（
バ
デ
ィ
コ
ム
）
」

スマホ通知画面

①
画
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る

②
一
斉
通
話
と
個
別
通
話
が
選
択
可
能

③
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
や
り
と
り
で
き
る

④
記
録
の
質
の
向
上

Neos+Care（ネオスケア）設置Buddycom（バディコム）装着
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その場に応じて、柔軟に対応することが得意だか
ら。和やかな雰囲気で、優しく包み込むような支援
をしたいです。

障害者支援施設　凛

嶋
﨑
　
和
都

やわらかく穏やかに中身は芯を持って頑張ります。

障害者支援施設　光

宮
村
　
怜
奈

クッションのように利用者様を温かく受け止め
ます。

障害者支援施設　光

山
塚
　
菜
月

他の人が気付けない細かな事に気づいて観察し、
利用者様のニーズに合った支援を目指します。

障害者支援施設　輝

松
本
　
紗
也
加

たくさんの人を楽しませる事のできるピエロのよう
に、一人一人に合わせた楽しみを見つけ、笑顔を
引き出していこうと思います！！

障害者支援施設　輝

満
平
　
桃
香

様々なことに興味を持ち、何事も楽しみながら取り
組む。

障害者デイサービスセンター わこう

山
本
　
皇
熙

メンタルは豆腐のように脆いが、粘り強く耐えるこ
とができるからです。また、豆腐はどんな料理にも
合うように、私も周りに適応する力があるからです。

地域福祉支援センター　島本

西
野
　
友
貴

色 な々ものを吸収して、努力を積みかさねて関わる
すべての方の笑顔を作り出せるよう頑張ります。

地域福祉支援センター　島本

日
下
　
結

自分と過ごす時間は安心して安らぐことができ、あ
たたかくて包容力のある存在になりたいからです。

介護老人保健施設　煌

臼
木
　
万
尋

なんでも飲みこもうと立ち向かいます。困難な課題
も諦めず、試行錯誤しながら取り組んでいきたいと
思います。

介護老人保健施設　煌

竹
松
　
慧
美

体が丈夫であまり体調を崩すことがないことや骨
の丈夫さに自身があります。また、強い気持ちを持
つ芯のある人間になりたいと思います。

介護老人保健施設　煌

舘
野
　
彩
菜

私の身長が小さいこと、少しずつ吸収していくこと
からそう考えました。自分のペースで少しずつ、でも
着実に積み重ねていきます。

介護老人保健施設　煌

藤
　
佳
苗

周囲の環境に適応するよう、なじむよう色を変化さ
せているので、周囲の環境にうまくなじみ適応でき
ます。

認定こども園　ゆいの詩

能
登
　
勇
多

竹のように、どんな環境でもたくましく生きるから。竹
がどんどん上に向かって伸びていくように、自分も
成長していきたいです。

認定こども園　ゆいの詩

和
泉
　
優
海

それ自体すりおろしてご飯にかけても、お好み焼き
に入れても美味しく食べられる長芋のように、柔軟
にそして粘り強く頑張ります。

事務局

佐
藤
　
有
華

普段は大人しいですが、内に大きな情熱を秘めて
います。いつだって情熱が人の心を動かすと私は
信じています。

障害者支援施設　円

西
川
　
慧
人

私は誰に対してもピタッと寄り添うことができるから
です。

障害者支援施設　円

阪
口
　
響

脇役にも主役にもなれる存在。人の良さを引き出し
て、促進する欠かせない存在でありたいです。

障害者支援施設　紡

西
川
　
陽
菜

新幹線のように多くの方 に々「安心」を届けられるよ
うに日々 励みたいと思います。

障害者支援施設　和

和
田
　
拓
大

味噌汁を飲むとホッコリするように、周りの人たち
の心や雰囲気を温めます！

障害者支援施設　和

隈
部
　
そ
の
み

私は大変な時でも基本的にプラス思考で常に明る
く人と接するからです。利用者様と関わるときも明る
く、周りに良い影響を与えていきたいです。

障害者支援施設　魁

江
原
　
萌
絵

多くのことに興味・関心を持ち、学んだことをおべん
とうのように詰め込んで活かせるよう、自分らしく頑
張ります！

障害者支援施設　魁

五
嶋
　
由
奈

雨に打たれて、風に吹かれても根を張る木のように
忍耐力があるからです。

障害者支援施設　魁

小
西
　
萌
花

ちょっとやそっとのことは動じず受け流すことが出
来ます。見た目もずしっとして細長いので私にピッ
タリだと思いました。

障害者支援施設　翼

田
中
　
諒

最初は微力ですが、コツコツとさまざまな学びや経
験を積み重ねていきます。

障害者支援施設　翼

𠮷
田
　
佳
一

おっとりみえるが、いざというときには素早く動く
から。

障害者支援施設　翼

森
内
　
海
空

周囲への気配りが得意なので、利用者様と関わる
際にもいろいろな視点から接していきたいです。

障害者支援施設　凛

佐
伯
　
幸
生

2023年度は27名の
フレッシュな職員が入職しました

私を○○に
例えると


